
枝幸町子ども読書活動推進計画 
〈第 3 次計画〉 
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第１章 計画の基本的な考え方 

1-1 計画策定の趣旨とその背景 

 国は、平成 13 年 12 月に公布・施行された「子どもの読書活動の推進に関する

法律」において、読書活動は「子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高

め、想像力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠く

ことのできないもの」と基本理念を掲げ、社会全体でその推進を図っていく必要を

示した上で、平成 14 年８月には「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計

画」を策定し、その後おおむね５年ごとに新たな計画を策定しています。 

 北海道においても、上記の法律および計画に基づき、平成 15 年（2003 年）

11 月に「北海道子どもの読書活動推進計画」を策定し、その後５年ごとに計画を

策定して、社会全体で北海道の子どもの読書活動の一層の推進を図っています。 

近年、人口減少や少子高齢化の進行により、図書館の予算や職員の確保等、公立

図書館を取り巻く環境は厳しさを増しています。特に、情報化の進展や様々なメデ

ィアの発達・普及などを背景として、子どもの読書離れが指摘されています。さら

には、新型コロナウイルス感染症の拡大による公立図書館や学校図書館の利用制

限、新しい生活様式の確立などにより、子どもの読書環境が急激に変化する中、国

においては、ＧＩＧＡスクール構想により、児童生徒の１人１台端末のＩＣＴ環境

を活用した学校図書館の積極的な活用を始めました。  

枝幸町では、平成 28 年度（2016 年）に「枝幸町子ども読書活動推進計画」、

令和 3 年度（2021 年）に「第 2 次計画」を策定し、読書活動の推進に努めてき

ました。 

この「第３次計画」では、第 2 次計画の趣旨を引き継ぎつつ、現状の課題解消に

努めるとともに、国・北海道の計画を踏まえ、子どもの読書活動を推進してまいり

ます。 

 

 

１－２ 基本理念 

 枝幸町のすべての子どもがあらゆる機会と場所において、自主的に読書活動を行

うことができるよう、家庭・地域・学校等が連携し、子どもの読書活動を推進しま

す。 

 

１－３ 計画の性格 

この計画は「子どもの読書活動の推進に関する法律」の第９条に基づき作成する

ものであり、「枝幸町教育推進計画」を上位計画とし、家庭・地域・認定こども園・

保育所・学校等の関係機関と連携し、社会全体で子どもの読書活動の推進に取り組

むための方向性を示しています。
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１－４ 計画の期間及び進捗状況の把握 

計画期間は 令和 8 年度から令和 12 年度までの 5 年間 とします。 

なお、この計画の進捗状況については、枝幸町立図書館協議会に報告し、その意見

を踏まえて計画の効果的な推進に努めます。 

 

１－５ 計画の対象と各期の特徴 

この計画は 0 歳からおおむね 18 歳を対象とします。 

また、子どもの読書活動は発達段階に応じて取り組むことが重要であることか

ら、この間を乳幼児期（本に出会う）・小学生期（本に親しむ）・中学生期（本から

学ぶ）・高校生期（本と生きる）の４つの期間に分けて、各期における特徴に応じた

読書活動を推進します。 

 

１－６ 計画の目標 

 子どもの読書活動推進に関して、国の「第五次子どもの読書活動の推進に関する

基本的な計画」では、基本的な方針として次の４項目が示されています。 

（１）不読率の低減 

（２）多様な子どもたちの読書機会の確保 

（３）デジタル社会に対応した読書環境の整備 

（４）子どもの視点に立った読書活動の推進 

また、「北海道子どもの読書活動推進計画第五次計画」では、基本目標として次の

２項目が示されています。 

（１）社会全体での子どもの読書活動の推進 

（２）子どもの学びを支える読書環境の整備 

枝幸町では、国の基本的な方針や北海道の基本目標を基に、2030 ビジョンとし

て、乳幼児から高校生まで「毎日なにかを読む」ことが生活に根づき、こども園や

保育所・学校図書室・町立図書館・おおぞら号が子どもの探究と夢を支えることを

目指し、次の基本目標を定めます。 

（１）子どもの読書活動の推進 

（２）子どもの読書環境の整備・充実  
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1-7 第 2 次計画の成果と課題 

 

（１）枝幸町の児童図書貸出冊数及び利用人数 

  令和元年度 令和 6 年度 目標(R11) 

１ 児童図書の個人貸出冊数 

（年齢関係なし） 

9,600 冊 9,053 冊 9,000 冊 

２ 18 歳以下児童生徒の貸出利用者数

（来館＋おおぞら号） 

3,186 人 2,524 人 2,500 人 

３ 18 歳以下 1 人当たりの貸出冊数 

※児童生徒の貸出冊数/18 歳以下人口 

8.6 冊 

(9749/1122) 

9.6 冊 

(8290/855) 

9.6 冊 

４ 団体貸出冊数（学校・施設等） 

 

9,396 冊 8,443 冊 6,000 冊 

※目標数については、人口減少を見込み１人当たりの冊数を増やすことを目標として、令和

６年度と同数程度としています。（団体貸出冊数については学校統合計画により減） 

 

（２）枝幸町子どもの人口推移 

年 齢 令和 3 年 1 月末 令和８年 1 月末 減少数 

0～４ 227 人 159 人 68 人 

５～９ 250 人 194 人 56 人 

１０～１４ 317 人 219 人 98 人 

１５～１８ 282 人 225 人 57 人 

計 1,076 人 797 人 279 人 

 

（成果と課題） 

 幼児における読書活動の推進について、令和元年度０～６歳の人口が 328 人、

利用冊数 2,583 冊で、１人当たり貸出冊数は７．８冊だったが、令和６年度 

０～６歳の人口は 257 人、利用冊数 2,702 冊となり、１人当たりの貸出冊数は 

１０．５冊となった。子どもの人数は減っているが、利用回数・冊数が増えている

ことが確認できた。 

 ブックスタート事業の効果もあると思うが、保護者が子どもたちに読み聞かせを

行っており、読書活動の推進が図られていると感じる結果となった。 

第 3 次計画の開始とともに、児童生徒へのアンケート調査等を行い、今後の読書

活動の推進に役立てたい。 

 



- 4 - 
 

第２章 子どもの読書活動推進のための方策 
 

基本方針 １ 子どもの読書活動の推進 
北海道において、家や図書館で１日１０分以上読書をする児童生徒の割合は、小

学生で 57.1％、中学生で 48.4％となっていることから、今後も取組を工夫し、改

善を図っていくことが必要です。 

そのためには、子ども自身が読書の楽しさを知るきっかけを作れるよう、家庭、

地域、学校等の役割を明確にするとともに、関係機関や団体等と連携し協力しなが

ら、乳幼児期からの子どもの発達段階に応じて、多様な取組を進めていくことが重

要です。 

 

【施策１—１】 家庭・地域における読書活動の推進  

子どもが本に親しみ、よき読書習慣を育むためには、日ごろから親子で一緒に本

を読んだり、図書館や書店に足を運んだりするなど、日常生活の中で本と出会い、

読書に対する興味や関心を深めるための工夫が大切です。 

また、子ども家庭センター・学童保育所など、子どもたちが日常的に過ごす施設

なども、子どもの読書活動を推進するための重要な役割を担っています。 

そのため、さまざまな場所において親子で本に親しみ、読書体験を広げ、読書の

楽しさを実感できるような取組を推進します。  

具体的な取組 

■家読（うちどく）の推進 

■絵本や冊子を手軽に読むことができるよう、中央コミュニティセンタ

ーや乳幼児健診会場などに、図書館で役目を終えた本を提供する。 

■貸出図書の拡充 

■町立図書館と書店等の相互利用を促す仕組みづくり 

 

 

【施策１－２】 認定こども園・保育所における読書活動の推進 

 乳幼児期は、絵本の読み聞かせなどを通して新たな世界や関心を広げる時期であ

ると言われており、こども園、保育所等では、乳幼児がさまざまな絵本や物語に親

しむ機会を積極的に増やすことが望まれるため、図書館をはじめとする地域の関係

機関が連携・協力して読み聞かせをするなどの取組が必要です。   

具体的な取組 

■ブックスタートの継続（６カ月検診時） 

■１歳６カ月・３歳児検診での読み聞かせ等、実施頻度を上げる。 

■子どもサポート施設等での「読み聞かせ会」の開催 

■おすすめ絵本の紹介など、子どもが多様な本に出会う機会の設定 
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【施策１－３】 学校における読書活動の推進 

小学生・中学生・高校生期においては、児童生徒が多くの語彙や多様な表現に触

れ、新たな考え方に出会う読書の機会を充実させるとともに、授業やさまざまな教

育活動を通して学校図書室を計画的に利活用し、主体的・対話的で深い学びの実現

や児童生徒の情報活用能力の育成を図ることが望まれます。 

  特に高校生期においては、友人などからの働きかけが、読書に感心を持つような

きっかけとなり得ると考えられていることから、ボランティアや図書館等との連携

を図りながら、ブックトーク などの取組を通じて、読書活動の推進を図ることが重

要です。 

具体的な取組 

■本を読んで応募しよう事業の継続 

■季節に合わせたイベントの企画・実施 

■一斉読書やブックトークなどの実施 

■出前講座などの図書館サービスの活用 

■目録の作成（中学生以上） 

 

 

【施策１－４】 図書館における読書活動の推進 

 図書館は、子どもが家庭や学校以外において、気軽に読書を楽しんだり、学習を

したりすることのできる場所であり、子どもの読書活動推進の中心的な役割を担っ

ています。 

そうした中で、子どもの主体性や意思を尊重し、子どもの気持ちに寄り添った取

組を行うことが重要なため、これまで取り組んできた図書館サービスの充実を図る

とともに、子どもの視点に立ったサービスの改善を目指し、関係機関やボランティ

ア等と連携・協力しながら、子どもが読書に親しむことができるような機会を提供

することが必要です。  

 

具体的な取組 

■図書館に親しむためのイベントの実施 

 図書ボランティアの協力を得ながら図書館縁日の開催 

（くじ引き・輪投げ・さかなつり・工作コーナー等） 

■本のフィルム貼り体験・本の修理体験 

■読み聞かせ会・かみしばいの日の継続、エプロンシアターの開催 

■図書館で調べる学習おうえん教室（枝幸町の歴史などを調べる）  

■児童生徒の施設見学、職場体験、インターンシップの受入 

■ヤングアダルトサービスの充実（中学・高校生向きの本） 

■ホームページや SNS などを活用した情報発信 
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基本方針２ 子どもの読書環境の整備・充実 

 枝幸町全ての子どもたちが、どこに住んでいても好きな本を手に取ったり、必要

な資料を調べたりすることができる、子どもの学びを支える読書環境を作るために

は、家庭・地域・学校・関係機関が連携し、計画的に整備を進めることが重要で

す。 

【施策２－１】 家庭・地域における読書環境の整備・充実 

日常生活の中で気軽に本を手に取ることのできる環境は、本を身近に感じ読書習

慣を身につける上で重要な要素となります。このため、家庭や子育てに関わる施設

等は絵本や児童書の充実を図り、子どもが読書に親しむ環境を整備する必要があり

ます。 

具体的な取組 

■移動図書館「おおぞら号」巡回の継続 

■貸出図書や巡回訪問施設の拡充 

■いつでも絵本や本を手に取れる環境を整えるため、施設等に対し、図書館で

役目を終えた本を提供する。 

 

 

【施策２－２】 認定こども園・保育所における読書環境の整備 

こども園や保育所等においては、絵本の蔵書数に格差があることが、国により指

摘されています。そのため、保護者・ボランティア等と連携・協力して図書の整備

を図るとともに、図書館の団体貸出を利用するなどして、すべての乳幼児が多くの

本にアクセスできる読書環境を整備する必要があります。  

具体的な取組 

■乳幼児の発達段階に応じた絵本の充実 

■貸出図書の継続 

■貸出図書及び移動図書館「おおぞら号」巡回の継続 

■図書ボランティアによる子育て支援センターでの読み聞かせ活動の継続 
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【施策２－３】 学校における読書環境の整備 

学校図書室は、児童生徒の読書活動や読書指導の場である「読書センター」とし

ての機能と、児童生徒の学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにしてその理解

を深めたりする「学習センター」としての機能を有しています。 

また、昼休みや放課後の学校図書室は、教室内の固定された人間関係から離れ、

児童生徒が一人で過ごしたり、年齢の異なる人々との関わりを持ったりすることが

できる「心の居場所」としての機能も有しています。 

そのため、子どもが活用しやすい環境を整備することが必要です。  

具体的な取組 

■学校図書室活用のための工夫（蔵書の整理、管理方法の見直し） 

 図書室の利用を促し、児童生徒と図書室の結びつきを構築する。 

 児童生徒が興味のある本をリクエストできる仕組みづくり 

 司書が図書室訪問する際に予約のあった本をもっていく等 

■貸出図書及び移動図書館「おおぞら号」巡回の継続 

■学校図書室における配架や展示の充実 

 

 

【施策２－４】 図書館における読書環境の整備 

図書館においては、幅広く児童書を収集・提供するとともに、配架や蔵書構成、

見せ方などを工夫し、子どもたちや子育て世代が利用しやすい図書館づくりに努め

ます。 

具体的な取組 

■子どもたちや子育て世代が利用しやすい図書館づくり 

■子どもの発達段階やニーズに応じた蔵書の充実 

■相互貸借によるリクエスト資料の用意 

■図書館員の資質向上（研修受講等） 
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＝資料＝ 用語解説 

 

１ 子どもの読書活動の推進に関する法律 

 すべての子どもがあらゆる機会と場所において自主的に読書活動できるよう、

そのための環境整備の推進を求める法律 

 

２ 公立図書館 

  公立図書館とは、図書館法第２条に基づき、条例により設置された図書館のこ

と。 

 

３ ＧＩＧＡスクール構想 

  １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、

特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すこと

なく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実

現することを目指した文部科学省の施策。 

 

４ ブックスタート事業 

読み聞かせの仕方や本の選び方のアドバイスを行う事業。 

枝幸町では６カ月検診を受診する親子を対象に、絵本などが入ったパックをプ

レゼントするとともに、図書ボランティアによる読み聞かせを行っている。 

（町民課所管事業となり、保健福祉課の検診事業と同時に行っている） 

 

５ 家読（うちどく） 

 家庭での読書を通して、家族のコミュニケーションを図ろうという取組。 

 

６ 図書館サービス 

 図書館がサービス対象者の情報ニーズに合わせて提供するサービス全体。図書

館で行われる図書の利用と情報の伝達に関わる幅広いサービスを含む概念。 

 

７ ブックトーク 

 読書意欲を喚起したり、学習への活用を勧めたりするため、特定のテーマに沿

った複数の本について、あらすじを説明したり、一部分を朗読したり、挿絵を見

せたりするなどして紹介する活動。 

 

８ ヤングアダルトサービス 

 主に中学生・高校生（12～18 歳程度）を対象とした図書館のサービス。 
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子ども読書活動の推進に関する法律（平成 13 年 12 月 12 日法律第 104 号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関

する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成⾧に資することを目的とす

る。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子ど

もが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生

をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることに

かんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書

活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなけれ

ばならない。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの

読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責

務を有する。 

 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子ども

の読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成⾧に資する書籍等の提供に努

めるものとする。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣

化に積極的な役割を果たすものとする。 
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（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他

必要な体制の整備に努めるものとする。 

  

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活

動推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会

に報告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における

子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読

書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動

推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進

の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策に

ついての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう

努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画の変更について準用する。 
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